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生
徒
が
主
体
的
に
参
加
し
考
え
る
授
業
の
工
夫

―
基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
て
―

（

）

千
葉
県
立
○
○
○
○
高
等
学
校

加
瀬

弘
恵

国
語
科

一

は
じ
め
に

平
成
十
七
年
度
よ
り
学
校
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
基
礎
学
力
の
定
着
」
が
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
国
語
科
と
し
て
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
と
考

え
て
き
た
。
本
校
国
語
科
が
考
え
る
「
基
礎
学
力
」
と
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
文
章
を
読
み
取
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
を
文
章
と
し
て

書
く
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
知
識
を
詰
め
込
も
う
と
し
た
の
で
は
、
生
徒
た
ち

は
拒
絶
す
る
ば
か
り
で
少
し
も
力
に
は
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
必
要
と
な
る
の
は
、
生

徒
た
ち
に
授
業
に
向
か
お
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

本
校
は
○
○
の
専
門
高
校
で
あ
る
。
普
通
科
の
授
業
数
は
必
然
的
に
少
な
く
な
り
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
面
白
く
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
授
業
に
向
か
う
姿
勢
も
、
消
極
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
興

味
や
関
心
を
持
て
る
事
柄
に
対
し
て
は
、
目
を
輝
か
せ
、
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
も
見

ら
れ
る
。
特
に
、
学
習
活
動
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
自
身
に
到
達
す
べ
き

と
こ
ろ
が
見
え
て
い
る
と
き
、
そ
し
て
、
授
業
を
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、
面
白
み
を

感
じ
な
が
ら
取
り
組
め
る
工
夫
が
で
き
た
と
き
に
、
生
徒
た
ち
が
授
業
に
主
体
的
に
参

加
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら

「
生
徒
た
ち
の
目
を
授
業
に
向
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

、

と
常
に
考
え
て
き
た
。
生
徒
た
ち
は
正
直
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
の
反
応
は
授
業
を
反
省

し
、
次
の
授
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
も
私
自
身
も
楽
し
く

一
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
き
た
。
本
報
告
書
は
、
そ
の
よ

う
な
生
徒
た
ち
と
の
毎
日
の
中
で
行
な
っ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
を
授
業
に
向
か
わ
せ
る
工
夫
を
試
み
る
こ
と
で
、
言
葉
や
文
章
に
対
す
る

興
味
や
関
心
を
持
た
せ
、
か
つ
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
生
徒
た
ち
の
「
基

礎
学
力
の
定
着
」
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
校
は
平
成
二
十
年
度
よ
り
千
葉
県
立
館
山
高
等
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
が

、

、

。

決
定
し
て
お
り

平
成
十
九
年
度
入
学
生
よ
り

教
科
書
も
統
合
校
と
統
一
し
て
い
る

二

研
究
方
法

（
一
）
生
徒
の
実
態
調
査

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
〜

「

」「

」

。

国
語

漢
字

に
対
し
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か

１

国
語
は
好
き
で
す
か
、
嫌
い
で
す
か
。

【
好
き
】

％
54

【
嫌
い
】

％

【
ど
ち
ら
で
も
な
い
】

８
％

38

２

そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

【
好
き
】

【
嫌
い
】

・
文
章
を
読
む
の
が
面
白
い

％

・
文
章
を
読
む
の
が
面
倒
だ

％

27

21

・
漢
字
を
書
く
の
が
面
白
い

％

・
漢
字
を
書
く
の
が
面
倒
だ

％

17

23

・
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る

％

・
答
え
が
一
つ
で
は
な
い

％

19

19

３

「
国
語
」
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。

【
好
き
】

【
嫌
い
】

・
楽
し
い

・
作
文

・
古
文

・
や
や
こ
し
い

・
作
文

・
複
雑

・
難
し
い

・
漢
字

・
日
本
の
文
化

・
堅
苦
し
い

・
漢
字

・
面
倒

・
役
立
つ

・
読
み

・
長
文

・
難
し
い

・
四
字
熟
語

・
深
い

・
心
が
豊
か
に
な
る

４

漢
字
を
書
く
の
は
好
き
で
す
か
。

【
好

き
】

％

・
・
・
何
か
カ
ッ
コ
イ
イ

41

【
嫌

い
】

％

・
・
・
や
や
こ
し
い
、
面
倒
、
難
し
い

40

【
大
嫌
い
】

％

・
・
・
画
数
が
多
く
て
覚
え
に
く
い

19

５

漢
字
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

【
必

要
】

％
96

【
い
ら
な
い
】
４
％
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（
二
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り

国
語
を
「
好
き
」
と
答
え
て
い
る
生
徒
が
半
数
く
ら
い
い
た
が

「
嫌
い
」
と
答

、

。「

」

、「

、

え
た
生
徒
も
多
か
っ
た

嫌
い

と
答
え
た
生
徒
の
多
く
は

文
章
を
読
む
こ
と

漢
字
を
書
く
こ
と
が
面
倒
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
更
に
そ
う
し
た

生
徒
た
ち
は

「
国
語
」
に
対
し
て
も

「
や
や
こ
し
い

「
難
し
い

「
面
倒
」
と
い

、

、

」

」

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
「
漢
字
」
に
対
し
て
は
、
半
数
以
上
の
生
徒
が

苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

、「

」

、

基
礎
学
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
に
は

漢
字

に
対
す
る
苦
手
意
識
を
は
じ
め

「
国
語
」
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
ず
つ
払
拭
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

普
段
の
生
徒
た
ち
の
学
習
の
様
子
は

「
自
分
達
が
到
達
す
べ
き
と
こ
ろ
」
が
目

、

に
見
え
て
い
る
と
き

「
わ
か
る
」
と
い
う
感
覚
を
味
わ
え
る
と
き
に
は
、
特
に
積

、

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

授
業
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
と
し
て

「
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と

「
わ

、

」
、

か
る
、
と
い
う
実
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と

「
や
っ
た
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
さ
せ

」
、

る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
授
業
の
中
に
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
三
）
研
究
仮
説
の
設
定

①
漢
字
や
語
句
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る

漢
字
や
語
句
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
自
ら

学
び
知
ろ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
語
に
関
す

る
知
識
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

②
文
章
を
読
む
こ
と
へ
の
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る

言
語
に
関
す
る
知
識
が
つ
い
た
ら
、
そ
れ
ら
を
い
か
す
こ
と
で
、
小
説
な
ど

の
文
章
を
読
み
、
内
容
を
理
解
す
る
際
の
難
度
が
や
わ
ら
ぎ
、
文
章
を
読
む
こ

と
へ
の
興
味
や
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

③
「
基
礎
学
力
」
と
し
て
の
「
読
む
能
力
」
を
高
め
る

漢
字
や
語
句
に
関
す
る
知
識
や
、
文
章
を
読
む
こ
と
へ
の
興
味
や
関
心
に
加

え
、
内
容
に
応
じ
て
自
ら
の
考
え
を
「
書
く
」
こ
と
で

「
基
礎
学
力
」
と
し

、

て
の
「
読
む
能
力
」
は
更
に
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
①
〜
③
す
べ
て
に
お
い
て
必
要
と
な
る
こ
と
が
、
授
業
に
対
す
る
興
味
と
関

心
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
を
授
業
に
向
か
わ
せ
る
工
夫
に
特
に
重

き
を
お
い
て
み
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
行
な
っ
た
の
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
材
に
応
じ
た
、
傍
線
を
付
す
作
業
で
あ
る
。

三

授
業
計
画

（
一
）
対
象
生
徒
（
授
業
担
当
生
徒
数
）

平
成
十
八
年
度

海
洋
科

一
学
年

○
○
名
（
○
組

○
○
名
）

平
成
十
九
年
度

海
洋
科

一
学
年

○
○
名
（
○
組

○
○
名

○
組

○
○
名
）

（
二
）
授
業
形
態

「
国
語
総
合
」
は
一
学
年
三
単
位
、
二
学
年
二
単
位
で
実
施
し
て
い
る
。

授
業
は
、
少
人
数
制
を
と
っ
て
実
施
し
て
お
り
、
一
ク
ラ
ス
を
出
席
番
号
順
に
二

分
割
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
度
は
、
一
学
年
二
ク
ラ
ス
五
十
五
名
の
う
ち
一
ク
ラ

ス
二
十
八
名
を
担
当
し
た
。
残
り
の
一
ク
ラ
ス
は
他
の
教
諭
が
担
当
し
た
。
授
業
で

、

。

は
二
十
八
名
を
さ
ら
に
分
割
す
る
た
め

教
室
に
集
ま
る
生
徒
数
は
十
四
名
で
あ
る

平
成
十
九
年
度
で
は
一
学
年
四
十
八
名
二
ク
ラ
ス
全
員
を
担
当
し
た
。
一
ク
ラ
ス

二
十
四
名
を
さ
ら
に
二
分
割
す
る
た
め
、
十
二
人
を
対
象
に
授
業
を
実
施
す
る
。

少
人
数
の
た
め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
表
情
に
ま
で
目
が
行
き
届
き
、
授
業
の
反

省
も
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

（
三
）
到
達
目
標

１

漢
字
に
親
し
み
を
持
ち
、
漢
字
一
字
ず
つ
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
文

章
に
で
て
き
た
熟
語
の
意
味
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

２

文
章
を
読
む
上
で
、
接
続
詞
に
注
意
し
、
筆
者
の
主
張
を
読
み
と
れ
る
よ
う
に

な
る
。

３

小
説
を
読
む
上
で
、
そ
の
場
面
を
脳
裏
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
。

４

登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
を
読
み
取
り
、
心
情
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
「
自
分

だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

５

小
説
を
読
み
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
文
章
に
書
き
表
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。

６

小
説
や
読
書
に
対
す
る
興
味
を
持
つ
。
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（
四
）
授
業
計
画

実

施

時

期

教

材

到

達

目

標

学

習

活

動

全
体
の
位
置
づ
け

評
価
の
観
点

九

月

「
漢
字
の
性
格
」

・
漢
字
や
語
句
に
対
す
る

・
万
葉
仮
名
で
手
紙
を
書
く
。

「
関
心
・
意
欲
・

（
６
時
間
）

金
田
一
春
彦

興
味
と
関
心
を
持
つ
。

・
漢
字
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る

漢
字
・
語
句
へ
の
興
味
・
関
心

態
度
」

。

・
熟
語
を
つ
く
る
。

「
知
識
・
理
解
」

度年

十
二
月

「
日
本
の
渚
」

・
接
続
詞
に
注
意
し
、
筆

・
筆
者
の
主
張
に
傍
線
を
付
す

接
続
詞
に
注
意
し
、
論
旨
を
整
理

「
読
む
能
力
」

。

８

（
４
時
間
）

加

藤

真

者
の
主
張
を
読
み
取
る

・
接
続
詞
を
線
で
囲
む
。

筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
〔
１
〕

。

１成

一
月
〜
二
月

「
羅
生
門
」

・
登
場
人
物
の
行
動
と
心

・
登
場
人
物
の
行
動
、
心
情
の

「
関
心
・
意
欲
・

平

（

時
間
）

芥
川
龍
之
介

情
を
読
み
取
り

「
自

記
述
を
、
色
や
線
種
の
異
な

登
場
人
物
の
行
動
・
心
情
を

態
度
」

、

12

分
な
ら
ど
う
す
る
か
」

る
傍
線
を
付
し
て
整
理
す
る

読
み
取
る

「
読
む
能
力
」

。

〈

〉

と
い
う
考
え
を
持
つ
。

・

も
し
自
分
だ
っ
た
ら
」
と

「

場
面
ご
と
に
考
え
を
書
く

１

い
う
視
点
で
考
え
を
場
面
ご

と
に
ま
と
め
る
。

古
典
作
品
へ
の
応
用

六

月

「
馬
と
犬
と
の
こ
と
」

・
主
語
を
考
え
、
内
容
を

・
動
作
の
主
ご
と
に
色
や
線
種

「
関
心
・
意
欲
・

（
３
時
間
）

伊
曾
保
物
語

理
解
す
る
と
と
も
に
、

の
異
な
る
傍
線
を
付
し
、
内

態
度
」

自
分
の
意
見
を
ま
と
め

容
を
理
解
す
る
。

「
読
む
能
力
」

、

度

文
章
に
す
る
。

・
作
品
全
体
の
意
見
を
書
く
。

「
知
識
・
理
解
」

年

接
続
詞
に
注
意
し
、
論
旨
を
整
理

９

七

月

学
ぶ
こ
と
思
う
こ
と

・
接
続
詞
に
注
意
し
、
筆

・
筆
者
の
主
張
に
傍
線
を
付
す

筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
〔
２
〕

「
読
む
能
力
」

「

」

。

１

（
６
時
間
）

加

藤

周

一

者
の
主
張
を
読
み
取
る

・
接
続
詞
を
線
で
囲
む
。

「
知
識
・
理
解
」

。

成

小
説
を
読
み
味
わ
う

平

九

月

「
星
の
王
子
さ
ま
」

・
小
説
を
読
み
味
わ
い
、

・
場
面
ご
と
に
傍
線
を
付
し
、

「
関
心
・
意
欲
・

場
面
ご
と
に
考
え
を
書
く

２
〈

〉

（
９
時
間
）

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に

細
部
に
注
意
し
て
読
む
。

態
度
」

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

内

藤

濯

訳

込
め
ら
れ
た
意
味
を
考

・
プ
リ
ン
ト
に
従
い
、
自
分
の

「
読
む
能
力
」

読

む

能

力

え
、
文
章
に
す
る
。

意
見
を
書
く
。

「

」「

」

知
識
・
理
解

意
欲
・
関
心
・
態
度

※
評
価
に
つ
い
て
・
・
・

授
業
中
及
び
授
業
後
」
に
「
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
」
と
「
プ
リ
ン
ト
等
に
よ
る
評
価
」
を
「
授
業
者
」
が
行
う
。

「「
プ
リ
ン
ト
等
に
よ
る
評
価
」
は
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
と
す
る
。
評
価
規
準
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
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（
五
）
提
出
物
の
評
価
規
準

Ａ
○

意
欲
的
に
参
加
し
、
メ
モ
書
き
や
記
述
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
も
の
。

マ
ル

Ａ

実
践
方
法
に
従
い
、
到
達
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
。

ＢＣ

実
践
方
法
に
は
従
っ
た
が
、
記
述
箇
所
の
抜
け
落
ち
が
あ
り
、
返
却

Ｄ

後
に
、
再
度
到
達
目
標
を
達
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の
。

ＥＦ

実
践
方
法
に
従
わ
な
い
も
の
。

（
す
べ
て
の
実
践
に
お
い
て
、
Ｆ
評
価
の
も
の
は
い
な
か
っ
た

）。

四

授
業
実
践

実
践
Ⅰ

評
論
①
の
１
〈
漢
字
に
親
し
む
〉

（
一
）
目
標漢

字
に
対
す
る
興
味
関
心
を
持
た
せ
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
八
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
漢
字
の
性
格
」
金
田
一
春
彦

教
科
書

「
新
編

国
語
総
合
」
大
修
館
書
店

（
三
）
学
習
活
動

①
万
葉
仮
名
を
用
い
、
自
由
に
手
紙
を
書
く

【
資
料
１

参
照
】

。

板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
す
際
に
も
「
漢
字
」
を
書
く
こ
と
を
面
倒
が
っ
て
い
た
生

徒
た
ち
が
、
古
文
の
導
入
で
五
十
音
図
を
書
か
せ
た
と
き
に
、
知
っ
て
い
る
漢
字

の
限
り
を
用
い
て
、
五
十
音
図
を
埋
め
て
い
た
。

ま
ず
は

「
面
倒
が
ら
ず
に
楽
し
く
漢
字
を
書
く
」
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ

、

う
と
考
え
て
実
施
し
た
。

【
資
料
１

生
徒
の
作
品
】

み
な
さ
ま
へ

拝
啓

ま
す
ま
す
暑
く

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
紅

葉
は
館
山
で
は
見
て
ま

せ
ん
。
ど
こ
か
い
い
場

所
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。
今
、
○
○
○

○
高
校
で
は
変
な
作
文

を
書
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
十
分
お
体

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

②
漢
字
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
。

教
科
書
の
本
文
に
「
漢
字
は
強
い
印
象
を
与
え
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
を
受

け
、
漢
字
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
た
め
に
取
り
入
れ
た
。

例
「
さ
び
し
い
」
さ
び
し
さ
が
強
い
の
は
「
寂

「
淋
」
ど
ち
ら
？

」

「
か
な
し
い
」
か
な
し
み
が
深
い
の
は
「
悲

「
哀
」
ど
ち
ら
？

」

③
日
常
使
っ
て
い
る
漢
字
に
目
を
向
け
る
。

教
科
書
本
文
に
「
漢
字
は
表
意
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ

ま
す
と
新
語
が
い
く
ら
で
も
で
き
ま
す
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
更
に
教
科
書
の
課

題
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
は
漢
字
の
意
味
を
考
え
、
予
想
し
た
以
上
の
新
し
い
語
を
作
り
出
し

て
い
た

【
資
料
２

参
照
】

。

【
資
料
２
】
〜
生
徒
の
考
え
よ
り
（
生
徒
作
品
の
一
部
）
〜

生
徒
に
よ
る
新
語

〜
「
校
」
を
使
っ
て
〜

「
賢
校
」
か
し
こ
い
生
徒
が
多
い
学
校

「
校
周
」
学
校
の
ま
わ
り

「
加
校
」
新
た
に
校
舎
を
加
え
る

「
元
校
」
も
と
に
な
っ
た
学
校

（
四
）
評
価

○
ノ
ー
ト
・
課
題
ノ
ー
ト
・
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。
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（
五
）
考
察
と
課
題

①
漢
字
に
対
す
る
親
し
み
が
持
て
ま
し
た
か
？

持
て
た

％

少
し
持
て
た

％

持
て
な
い

％

46

36

18

②
漢
字
は
便
利
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
か
？

思
っ
た

％

思

わ

な

い

％

86

14

実
施
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
際
に
は

「
漢
字
を
好
き
」
と
答
え
た
生
徒
が

、

％
で
あ
っ
た
。
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
漢
字
に
対
し
て
「
親
し
み

41が
持
て
た

「
便
利
さ
を
感
じ
た
」
と
答
え
た
生
徒
が

％
を
越
え
て
い
る
こ
と
が

」

80

わ
か
る
。
一
方
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
に
は
ひ
ら
が
な
が
多
く
、

漢
字
を
進
ん
で
使
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
工
夫
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

こ
の
実
践
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
漢
字
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
好
転
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
文
章
を
読
む
こ
と
へ

の
抵
抗
感
も
減
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

実
践
Ⅰ

評
論
①
の
２
〈
身
近
な
話
題
の
評
論
を
読
む
〉

（
一
）
目
標熟

語
か
ら
語
句
の
意
味
を
考
え
る
。

接
続
詞
に
注
意
し
、
筆
者
の
意
見
を
読
み
取
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
八
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
日
本
の
渚
」
加
藤

真

教
科
書

「
新
編

国
語
総
合
」
大
修
館
書
店

（
三
）
学
習
活
動

①
教
科
書
の
本
文
と
ノ
ー
ト
が
一
体
と
な
っ
た
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

②
形
式
段
落
に
分
け
、
段
落
ご
と
に
読
み
進
め
て
い
く
。
筆
者
の
主
張
が
書
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
と
、
接
続
詞
を
さ
が
し
、
皆
で
確
認
を
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
リ

ン
ト
に
傍
線
を
付
し
て
い
く
。

③
②
を
用
い
て
論
旨
を
ま
と
め
る
。

（
四
）
生
徒
の
取
り
組
み
【
資
料
３

参
照
】

筆
者
の
意
見
や
接
続
詞
を
さ
が
し
、
傍
線
を
付
し
て
い
く
作
業
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
だ
接
続
詞
と
指
示
語
の
区
別
の
付
か
な
い
生
徒
が
多
く
見

ら
れ
た
が
、
授
業
が
進
む
に
従
い
、
自
ら
該
当
箇
所
を
さ
が
し
、
論
旨
を
ま
と
め
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
漢
字
一
文
字
ず
つ
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
か
ら
熟
語
の
意
味
を
考
え
よ
う
と

す
る
姿
勢
も
見
え
は
じ
め
た
。
例
え
ば

「
連
環
」
と
い
う
語
で
は

「
連
」
が
連
な

、

、

る

「
環
」
は
循
環
の
環
で
あ
る
か
ら

「
つ
な
が
り
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
い

、

、

う
具
合
で
あ
る
。
更
に
、
熟
語
で
は
な
い
「
う
た
い
文
句
」
な
ど
で
は
、
文
章
か
ら

他
の
語
に
置
き
換
え
て
意
味
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
が
、
積
極
的
に
考
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

【
資
料
３

生
徒
の
作
品
】

筆
者
の
意
見

線

大
事
な
と
こ
ろ

線

全
員
が
同
じ
線
種
で
行
う
。

接
続
詞
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（
五
）
評
価

○
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

Ｂ
以
下
の
評
価
の
も
の
に
は
、
次
時
に
復
習
の
時
間
を
設
け
た
。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。

（
六
）
次
の
単
元
へ
の
発
展

漢
字
一
字
一
字
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
前
回
の
単
元
で
学
び
、
熟
語
に
関
し
て
、

意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
更
に
こ
の
単
元
に
お
い
て
は
、
接

続
詞
に
注
目
し
、
傍
線
を
付
す
こ
と
で
筆
者
の
主
張
を
他
の
記
述
と
読
み
分
け
て
い

く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
学
習
活
動
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
は
文
章
を
読
ん

で
「
内
容
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
実
践
で
は
、
文
学
的
文
章
の
読
解
に
挑
戦
す
る
。
実
践
Ⅰ
の
方
法
を
踏
襲
す

る
が
、
今
度
は
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
に
傍
線
を
付
し
、
各
場
面
を
脳
裏
に
描
け

る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
一
連
の
学
習
活
動
に
加
え
て
、
場
面
ご
と
に
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ

と
で

「
読
む
能
力
」
を
一
層
高
め
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
す
る
。

、
実
践
Ⅱ

小
説
①
〈
長
編
小
説
を
読
む
〉

（
一
）
目
標

熟
語
か
ら
語
句
の
意
味
を
考
え
る
。

登
場
人
物
の
動
き
や
心
情
を
考
え
る
。

登
場
人
物
と
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
八
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
羅
生
門
」
芥
川
龍
之
介

教
科
書

「
新
編

国
語
総
合
」
大
修
館
書
店

（
三
）
授
業
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

①
『
羅
生
門
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

あ

る

％

な

い

％

12

88

②
芥
川
龍
之
介
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
る

％

知
ら
な
い

％

62

38

③
長
め
の
小
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

あ

る

％

な

い

％

48

52

④
読
書
は
好
き
で
す
か
？

好

き

％

嫌

い

％

そ
の
他

％

40

16

44

※
そ
の
他
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い

「
マ
ン
ガ
は
読
む
」

」

⑤
最
近
読
ん
だ
本
が
あ
り
ま
す
か
？

読
ん
で
い
な
い

％
（
無
回
答
も
含
む
）

73

（
四
）
学
習
活
動

１

教
科
書
の
本
文
と
ノ
ー
ト
が
一
体
と
な
っ
た
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

プ
リ
ン
ト
は
順
次
配
布
し
、
最
終
的
に
一
冊
の
「
羅
生
門
ノ
ー
ト
」
を
完

成
さ
せ
る
。

２

「
下
人

「
老
婆
」
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
と
心
情
に
付
け
る
印
を
決
め
る
。

」

３

登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
に
つ
い
て

「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
を

、

プ
リ
ン
ト
に
従
い
、
考
え
て
い
く
。

活
字
離
れ
が
心
配
さ
れ
る
中
、
本
校
の
生
徒
た
ち
も
例
外
で
は
な
い
。
教
科
書
の

本
文
が
長
い
だ
け
で
閉
口
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
る
。
文
字
が
た
く
さ
ん
羅
列
さ
れ

て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
で
「
面
倒
だ
」
と
い
う
意
識
が
わ
く
よ
う
で
あ
る
。

『
羅
生
門
』
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
長
い
小
説
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
が
場
面
を

脳
裏
に
描
き
、
飽
き
る
こ
と
な
く
内
容
理
解
に
取
り
組
め
る
方
法
を
模
索
し
た
。
そ

し
て

「
下
人

「
老
婆
」
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
と
行
動
を
色
分
け
す
る
こ
と
を
考
え
、

、

」

実
践
し
て
み
た
。
色
を
つ
け
る
作
業
に
は
興
味
が
持
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

た
め
で
あ
る
。
過
去
二
度
の
取
り
組
み
は
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
実
践
し
た
。

一
度
目
の
実
践
で
は
、
プ
リ
ン
ト
の
上
段
に
本
文
を
載
せ
、
下
段
に
内
容
を
ま
と

め
る
形
式
と
し
た

今
回
の
実
践
に
近
い
形
で
あ
り

プ
リ
ン
ト
上
段
の
本
文
に

老

。

、

「

婆

「
下
人
」
そ
れ
ぞ
れ
の
線
を
付
し
た
後
、
下
段
の
ま
と
め
に
取
り
組
ん
だ
。
方

」
法
が
わ
か
っ
て
く
る
に
従
い
、
積
極
的
に
考
え
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
漢

字
の
学
習
を
十
分
行
え
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

。

、

二
度
目
は
ノ
ー
ト
学
習
で
行
っ
た

傍
線
を
付
す
作
業
を
取
り
入
れ
る
に
あ
た
り

教
科
書
に
線
を
引
く
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
つ
生
徒
も
見
ら
れ
た
た
め
、
教
科
書
の
本
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文
を
上
質
紙
に
印
刷
し
て
冊
子
を
つ
く
り
、
作
業
を
さ
せ
た
。
作
業
の
丁
寧
な
生
徒

が
多
く
、
特
に
女
子
生
徒
は
、
登
場
人
物
ご
と
に
、
き
れ
い
に
色
分
け
さ
れ
た
冊
子

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
。
漢
字
学
習
を
プ
リ
ン
ト
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
前
年
の
課

題
は
消
化
で
き
た
。
し
か
し
、
登
場
人
物
の
動
作
や
心
情
に
対
す
る
生
徒
自
身
の
考

え
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
と
し
て
新
た
に
で
て
き
た
。

今
回
の
実
践
で
は
、
実
践
Ⅰ
で
行
な
っ
て
き
た
こ
と
を
更
に
発
展
さ
せ
、
下
人
や

老
婆
の
行
動
や
心
情
に
対
し
「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
。
そ
し
て
内
容
理
解
、
漢
字
、
自
ら
の
考
え
を
、
一
冊
の
ノ
ー
ト

と
し
て
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
た

【
資
料
４

参
照
】

。

ま
ず
、
各
自
で
好
き
な
色
の
ペ
ン
を
四
色
用
意
さ
せ

「
下
人
の
行
動

「
下
人
の

、

」

心
情

「
老
婆
の
行
動

「
老
婆
の
心
情
」
の
線
種
と
色
を
決
め
さ
せ
た
。
該
当
箇
所

」

」

を
授
業
者
が
読
み
、
何
の
線
を
引
い
た
ら
よ
い
か
を
発
言
さ
せ
、
確
認
を
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
リ
ン
ト
に
各
自
で
自
分
の
決
め
た
線
を
引
い
て
い
く
形
を
と
っ
た
。

ま
た
『
羅
生
門
』
を
読
ん
で
い
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
度
に

、

。

全
文
を
読
む
こ
と
は
せ
ず

プ
リ
ン
ト
に
よ
り
少
し
ず
つ
読
み
進
め
る
こ
と
と
し
た

過
去
の
実
践
に
お
い
て
こ
の
形
式
で
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
場
面
を
楽
し
み
に

す
る
発
言
が
聞
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

【
資
料
４

生
徒
の
作
品
】
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（
五
）
評
価

○
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

Ｂ
以
下
の
評
価
の
も
の
に
は
、
次
時
に
復
習
の
時
間
を
設
け
た
。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。

（
六
）
考
察
と
課
題

①
線
を
引
き
、
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
が
読
み
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
か
？

読
み
取
り
や
す
い

％

読
み
取
り
に
く
い

％

変
わ
ら
な
い

％

72

12

16

②
下
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
？

考

え

ら

れ

た

％

少
し
考
え
ら
れ
た

％

読
ん
だ
だ
け

％

20

64

16

③
小
説
を
読
む
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
か
？

芥
川
の
他
の
小
説
を
読
み
た
い

８
％

他
の
作
者
の
小
説
を
読
み
た
い

％
16

簡
単
に
読
め
る
小
説
を
読
み
た
い

％
36

字
を
読
む
の
は
面
倒
だ

８
％

全
く
興
味
は
な
い

％
24

傍
線
を
付
す
作
業
も
二
度
目
と
な
り
、
慣
れ
て
き
た
反
面
、
飽
き
て
い
る
生
徒
の

様
子
も
見
ら
れ
た
。
一
方
で
傍
線
を
付
す
作
業
を
通
し

「
登
場
人
物
の
行
動
や
心

、

情
が
読
み
取
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う
生
徒
が
７
割
以
上
い
た
。
授
業
の
最
初
で

は
、
該
当
箇
所
を
授
業
者
が
読
み
、
何
の
線
を
引
い
た
ら
よ
い
か
を
考
え
さ
せ
て
い

た
。
し
か
し
、
授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
何
の
線
を
引
い
て
い
く
か
を
積
極
的
に
発

言
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
。

更
に
、
熟
語
か
ら
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
も
慣
れ
て
き
て
お
り
、
漢
字
一
字
一
字

の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
か
ら
言
葉
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、
登
場
人

物
の
気
持
ち
を
考
え
る
た
め
「
自
分
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
欄
を
プ
リ
ン
ト
に
入
れ
た

と
こ
ろ
、
生
徒
た
ち
も
、
よ
く
考
え
取
り
組
ん
で
い
た

【
資
料
５

参
照
】

。

今
回
の
実
践
で
は
、
線
種
を
各
自
で
決
め
さ
せ
た
た
め
、
決
め
た
線
の
種
類
が
途

中
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
全
員
が
同
じ
線
種
で
行
う
方
が
わ
か

り
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
前
回
よ
り
も
、
線

の
引
き
方
が
丁
寧
に
な
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
傍
線
を
付
す
作
業
を
用
い
、
プ
リ
ン
ト
下
段
の
各
場
面
の
ま
と
め
に
主
体

的
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
も
重
要
な
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
業
を
終
え
る

こ
と
で
満
足
し
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
次
の
実
践
で
の
具
体
的
な
課
題
と
な
っ
た
。

授
業
の
最
後
に
は
、
本
文
、
ま
と
め
、
資
料
、
漢
字
な
ど
様
々
な
要
素
の
詰
ま
っ

た
一
冊
の
「
羅
生
門
ノ
ー
ト
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
も
充
実

感
と
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
資
料
５
】
〜
生
徒
の
考
え
よ
り
（
生
徒
作
品
の
一
部
）
〜

◇
飢
え
死
に
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
迫
ら
れ
た
ら
？

ア
、
迷
わ
ず
「
飢
え
死
に
」

％
20

理
由

・
自
分
が
死
に
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
の
物
を
と
っ
て
は
だ
め

・
盗
人
に
な
る
の
は
難
し
い

・
正
義
を
貫
く

イ
、
迷
わ
ず
「
盗
人
」

％
70

理
由

・
ど
う
し
よ
う
も
な
い

・
自
分
が
生
き
る
の
が
一
番

・
死
に
た
く
な
い

ウ
、
迷
っ
た
末
に
「
飢
え
死
に
」

０
％

エ
、
迷
っ
た
末
に
「
盗
人
」

％
10

理
由

・
望
み
や
大
切
な
物
が
な
け
れ
ば
、
迷
わ
ず
「
飢
え
死
に
」
を
選
ぶ

け
れ
ど
、
生
き
た
い
と
思
っ
た
ら
最
後
に
は
「
盗
人
」
を
選
ぶ

◇
下
人
の
行
動
に
は
賛
成
で
す
か
、
反
対
で
す
か
。
ま
た
そ
の
理
由
は
？

ア
、
賛
成

％
・
・
・
生
き
る
た
め
に
は
し
よ
う
が
な
い

58

飢
え
死
に
は
い
や

イ
、
反
対

％
・
・
・
や
っ
て
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る

42

生
き
て
い
る
人
に
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
よ
く
な
い

実
践
Ⅲ

古
文
〈
現
代
文
に
お
け
る
実
践
の
応
用
と
し
て
〉

（
一
）
目
標

古
文
に
楽
し
く
取
り
組
む
。

動
作
の
主
と
そ
の
気
持
ち
を
考
え
、
文
章
で
表
現
す
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
九
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
馬
と
犬
と
の
こ
と
」
伊
曾
保
物
語

教
科
書

「
新
国
語
総
合

改
訂
版
」
教
育
出
版
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（
三
）
学
習
活
動

１

本
文
と
、
助
詞
を
空
欄
と
し
た
口
語
訳
が
記
さ
れ
、
動
作
の
主
体
を
考
え
る

べ
き
と
こ
ろ
に
破
線
の
つ
い
て
い
る
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

、

。

２

情
景
を
脳
裏
に
描
き
な
が
ら

動
作
の
主
ご
と
に
決
め
た
線
を
付
け
て
い
く

３

登
場
す
る
動
物
、
人
物
の
行
動
を
ど
う
思
う
か
を
短
い
文
章
に
す
る
。

古
文
で
は
主
語
が
わ
か
ら
な
い
と
、
文
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ

ま
で
行
な
っ
て
き
た
傍
線
を
付
す
こ
と
で
文
章
を
理
解
す
る
こ
と
を
、
古
文
で
も
実

施
し
た
。
ま
た

「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
考
え
、
短

、

い
文
章
に
表
す
こ
と
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
た

【
資
料
６

参
照
】

。

更
に
、
熟
語
か
ら
意
味
を
考
え
る
こ
と
を
古
文
に
お
い
て
も
実
施
し
た
。

（
四
）
生
徒
の
取
り
組
み
【
資
料
６

生
徒
の
作
品
の
一
部
】

（
五
）
評
価

○
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

Ｂ
以
下
の
評
価
の
も
の
に
は
、
次
時
に
復
習
の
時
間
を
設
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
Ａ
評
価
で
あ
っ
た
。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。

（
六
）
考
察
と
課
題

①
話
の
内
容
は
わ
か
り
ま
し
た
か
？

わ
か
っ
た

％

少
し
わ
か
っ
た

％

わ
か
ら
な
か
っ
た

０
％

88

12

②
線
を
付
け
る
こ
と
で
内
容
は
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
か
？

わ
か
り
や
す
か
っ
た

％

き
た
な
く
な
っ
た

％

変

わ

ら

な

い

９
％

81

10

③
線
を
つ
け
る
こ
と
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？

で
き
た

％

で
き
な
か
っ
た

％

88

12

④
線
を
付
け
る
こ
と
で
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？

で
き
た

％

大
変
だ
っ
た

％

83

17

⑤
結
論
に
は
賛
成
で
き
ま
し
た
か
？

で
き
た

％

で
き
な
か
っ
た

％

88

12

「
古
文
」
と
聞
い
た
だ
け
で
嫌
悪
感
を
示
す
生
徒
は
毎
年
多
い
。
今
回
の
実
践
で

は

「
古
文
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
こ
と
を
目
標
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。

、
平
易
な
古
文
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
情
景
を
描
き
や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
話
の

内
容
も
全
員
が
理
解
で
き
て
い
る
。

「
古
文
」
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
お
り

「
現

、

代
文
」
の
時
間
以
上
の
豊
か
な
発
想
で
、
積
極
的
に
意
見
や
感
想
を
述
べ
る
生
徒
た

ち
の
姿
が
見
ら
れ
、
想
像
力
の
豊
か
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た

「
古
文
」
も
楽
し
い

。

も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
少
は
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
他
の
古
文

作
品
に
お
い
て
も
、
い
か
に
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く
か
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

結
論
に
対
す
る
考
え
も
簡
単
に
で
は
あ
っ
た
が
、
文
章
と
し
て
書
け
て
い
た
。
一

方
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
②
「
線
を
付
け
て
き
た
な
く
な
っ
た

、
③
「
考
え
る
こ
と
が

」

で
き
な
か
っ
た

、
④
「
集
中
で
き
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
生
徒
た
ち
に
は
、
考
え

」

や
す
い
質
問
を
投
げ
か
け
る
な
ど
、
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

し
か
し

「
現
代
文
」
に
お
け
る
一
連
の
工
夫
は
、
古
文
に
お
い
て
も
有
効
で
あ

、

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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実
践
Ⅳ

評
論
②
〈
難
易
度
の
高
い
評
論
を
読
む
〉

（
一
）
目
標接

続
詞
に
注
意
し
、
筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
九
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
学
ぶ
こ
と
思
う
こ
と
」
加
藤
周
一

教
科
書

「
新
国
語
総
合

改
訂
版
」
教
育
出
版

（
三
）
学
習
活
動

１

教
科
書
に
形
式
段
落
の
数
字
を
つ
け
る
。

２

形
式
段
落
ご
と
に
読
み
進
め
、
筆
者
の
意
見
に
傍
線
を
付
け
、
接
続
詞
を

四
角
で
囲
む
作
業
を
教
科
書
に
施
し
て
い
く
。

（
四
）
課
題
と
考
察

実
践
Ⅰ
で
扱
っ
た
評
論
が
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
比
較
的
平
易
な
も

の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
扱
っ
た
評
論
は
、
内
容
を
読
み
取
る
に
あ
た
っ
て
、

深
い
思
考
力
を
必
要
と
す
る
難
易
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
実

践
で
は
、
接
続
詞
に
注
意
さ
せ
る
と
と
も
に
、
特
に
筆
者
の
主
張
に
傍
線
を
付
し
、

論
旨
を
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

形
式
段
落
ご
と
に
出
て
く
る
接
続
詞
の
数
を
指
摘
し
、
さ
が
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
積

極
的
に
見
つ
け
、
先
を
争
っ
て
発
言
し
て
く
れ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
だ
接
続
詞
と

指
示
語
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
生
徒
も
見
ら
れ
た
が
、
誤
っ
た
発
言
が
あ
る
度
に

説
明
を
繰
り
返
し
、
定
着
を
図
っ
た
。

そ
し
て
、
授
業
も
後
半
に
な
る
と

「
だ
か
ら
」
の
後
に
は
、
前
の
文
の
原
因
や

、

理
由
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

「
つ
ま
り
」
の
後
に
は
筆
者
の
主
張
が
ま
と
め
ら
れ

、

て
い
る
こ
と
な
ど
に
気
づ
く
生
徒
が
見
ら
れ
、
接
続
詞
に
注
意
し
な
が
ら
、
筆
者
の

主
張
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
を
さ
が
す
こ
と
が
で
き
る
生
徒
も
見
え
は
じ
め
た
。

線
は
教
科
書
に
付
し
、
ま
と
め
を
ノ
ー
ト
で
行
っ
た
の
で
、
両
者
の
関
連
を
明
確

。

。

に
で
き
な
か
っ
た

一
連
の
作
業
を
関
連
づ
け
て
進
め
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る

（
五
）
評
価

○
ノ
ー
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

Ｂ
以
下
の
評
価
の
も
の
に
は
、
次
時
に
復
習
の
時
間
を
設
け
た
。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。

実
践
Ⅴ

小
説
②
〈
翻
訳
小
説
を
読
む
〉

（
一
）
目
標

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
考
え
、
小
説
を
味
わ
う
。

自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、
文
章
で
表
現
す
る
。

（
二
）
対

象

平
成
十
九
年
度

海
洋
科

一
年
○
組

○
○
名

教

材

「
星
の
王
子
さ
ま
」
サ
ン
・
テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
（
内
藤

濯

訳
）

教
科
書

「
新
国
語
総
合

改
訂
版
」
教
育
出
版

（
三
）
学
習
活
動

１

教
科
書
の
本
文
と
ノ
ー
ト
が
一
体
と
な
っ
た
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

プ
リ
ン
ト
は
順
次
配
布
し
、
最
終
的
に
一
冊
の
「
星
の
王
子
さ
ま
ノ
ー
ト
」

を
完
成
さ
せ
る
。

２

大
切
な
言
葉
に
つ
い
て
、
奥
深
く
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
考
え
ら
れ
る
プ
リ

ン
ト
に
従
い
、
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
書
き
表
わ
す
。

実
践
Ⅱ
で
扱
っ
た
『
羅
生
門
』
で
、
線
種
が
途
中
で
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

反
省
か
ら
、
今
回
は
各
プ
リ
ン
ト
ご
と
に
線
種
を
明
示
し
、
作
業
を
行
わ
せ
た
。
こ

の
単
元
で
は
、
傍
線
を
付
す
作
業
を
通
し
、
生
徒
自
ら
が
小
説
を
面
白
い
と
感
じ
、

味
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
し
た
が
っ
て

「
書
く
こ
と
」
に
関
し
て

、

も
『
羅
生
門
』
と
は
異
な
る
試
み
を
行
っ
て
み
た
。

『
羅
生
門
』
で
は
、
読
み
を
深
め
る
た
め
に
「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う

視
点
で
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
て
き
た
が
、
今
回
の
実
践
で
は
「
考
え
よ
う
」
と
い

う
欄
を
設
け
、
本
文
の
主
旨
に
つ
な
が
る
言
葉
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の
立
場
か

ら
内
容
に
即
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
を
主
と
し
て
展
開
し
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て
い
っ
た
。

傍
線
を
付
し
た
箇
所
を
、
プ
リ
ン
ト
下
段
の
ま
と
め
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
も
、

こ
の
単
元
に
お
い
て
は
、
で
き
て
い
る
生
徒
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
示
を

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
生
徒
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
主
的
に
傍
線
の

横
に
、
１
〜
７
の
数
字
を
つ
け
て
ま
と
め
て
い
る
生
徒
も
数
人
お
り
、
少
し
ず
つ
自

分
な
り
の
工
夫
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る

【
資
料
７

参
照
】

。

ま
た

「
考
え
よ
う
」
の
欄
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
、
内
容
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ

、

の
考
え
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

【
資
料
８

参
照
】

。

文
章
を
読
む
こ
と
を
「
難
し
い

「
面
倒
だ
」
と
感
じ
て
い
た
生
徒
た
ち
が
、
一

」

連
の
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
文
章
を
読
み
取
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
見
を
持

て
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
は
、
生
徒
の
「
読
む
能
力
」
が
向
上
し
た
表
わ
れ
の
一
つ

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
生
徒
の
取
り
組
み
【
資
料
７

生
徒
の
作
品
】

（
五
）
評
価

○
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
評
価

（
Ａ
〜
Ｆ
の
段
階
評
価
）

。

Ｂ
以
下
の
評
価
の
も
の
に
は
、
次
時
に
復
習
の
時
間
を
設
け
た
。

○
机
間
指
導
に
よ
る
観
察
評
価
。

【
資
料
８
】
〜
生
徒
の
考
え
よ
り
（
生
徒
作
品
の
一
部
）
〜

☆
次
の
言
葉
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
？

◇
「
大
切
な
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
」

【
な
る
ほ
ど
】

・
親
切
な
気
持
ち
、
性
格
や
優
し
さ
な
ど
は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
。

・
目
に
見
え
る
も
の
は
す
ぐ
に
手
に
入
っ
て
し
ま
う
。

・
愛
な
ど
目
に
見
え
な
い
こ
と
の
方
が
大
切
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

・
大
切
な
こ
と
は
形
と
し
て
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
心
の
中
に
あ
る
と
思
う
。

・
大
切
な
こ
と
は
心
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

【
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
】

・
大
切
な
こ
と
を
す
る
行
動
は
、
目
で
も
見
え
る
。



国―５―12

◇
「
面
倒
見
た
相
手
に
は
、
い
つ
ま
で
も
責
任
が
あ
る
」

【
な
る
ほ
ど
】

・
例
え
ば
、
捨
て
猫
な
ど
は
悲
し
そ
う
。

・
一
つ
一
つ
に
責
任
が
あ
る
と
思
う
。
や
っ
た
か
ら
に
は
最
後
ま
で
や
り
通
す
。

【
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
】

、

。

・
い
つ
ま
で
も
面
倒
を
見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る

、

。

・
面
倒
を
見
た
か
ら
と
い
っ
て

い
つ
か
は
独
り
立
ち
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い

（
六
）
考
察
と
課
題

教
科
書
掲
載
部
分
を
す
べ
て
終
え
た
と
き
、
全

ペ
ー
ジ
の
「
星
の
王
子
さ
ま
ノ

20

ー
ト
」
が
完
成
し
た
。
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
が
、
目
に
見
え
る
形
と
し
て
仕

上
が
っ
た
冊
子
を
手
に
し
、
達
成
感
を
得
た
生
徒
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
同
類
の
作
業
を
異
な
る
単
元
で
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
生
徒
自
身
が
各

自
で
目
的
意
識
を
持
っ
て
作
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
考
え
よ
う
」
と
い
う
形
で
、
自
分
の
考
え
を
短
い
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
を
行

な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
最
後
の
ま
と
め
と
し
て
、
感
想
を
百
字
で
書
か
せ
た
が
、
ま

と
ま
っ
た
文
章
を
書
く
こ
と
は
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
苦
戦
し
て
い
る
生
徒

。「

」

。

が
多
か
っ
た

長
い
文
章
で
自
分
の
考
え
を
書
く

こ
と
を
次
の
課
題
と
し
た
い

小
説
を
読
む
楽
し
さ
は

『
羅
生
門
』
の
実
践
で
は
、
十
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き

、

な
か
っ
た
が
、
こ
の
単
元
実
施
後
に
、
読
書
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
生
徒
が
多
く

な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

①
冊
子
に
な
っ
た
作
業
の
後
を
見
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

％

％

％

よ
く
頑
張
っ
た

き
れ
い
に
書
け
た

も
っ
と
き
れ
い
に
書
け
ば
良
か
っ
た

27

14

55

②
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
？

％

％

％

考
え

ら
れ

た

少
し
考
え
ら
れ
た

た
だ
読
ん
だ
だ
け

30

52

17

③
読
書
に
つ
い
て

【
実
施
前
】

あ
る

％

な
い

％

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
た
い
本
が
あ
り
ま
す
か
？

28

72

【
実
施
後
】

読
書
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
全
部
読
ん
で
み
た
い

％

他
の
小
説
を
読
ん
で
み
た
い

％

29

47

字
を
読
む
の
は
面
倒
だ

％

ま
っ
た
く
興
味
は
な
い

％

11

13

五

ま
と
め

「

」

、「

」

、

基
礎
学
力

の
定
着
を
目
指
し

漢
字
や
語
句
に
対
す
る
興
味
を
持
つ

こ
と

傍
線
を
付
す
作
業
を
通
し
て
評
論
に
お
け
る
「
筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
」
こ
と
、
更

に
、
小
説
に
お
い
て
は
「
場
面
を
読
み
取
り
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
文
章
に
書

き
表
わ
す
」
こ
と
を
行
な
っ
て
き
た
。
ま
た
そ
の
際

「
生
徒
た
ち
の
目
を
授
業
に
向

、

け
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
実
践
を
通
し
て
生
徒
た
ち
に
、
文
章
を
読
み
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
と
い

う
姿
勢
が
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
て
き
た
。
そ
れ
は
、
文
章
の
内
容
や
登
場
人
物
に
つ
い

て
の
感
想
が
折
に
触
れ
て
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る
。
更
に

実
践
後
、
読
書
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
つ
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
、
特
に
興
味
深
い
結
果
で
あ
っ
た
。
本
校
国
語
科
が
目
標
と
す
る
「
基
礎
学
力

の
定
着
」
に
向
け
て
有
効
な
実
践
が
で
き
た
と
思
う
。

今
後
も
生
徒
た
ち
の
発
想
を
大
切
に
、
と
も
に
考
え
悩
み
な
が
ら
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
国
語
の
授
業
を
「
基
礎
学
力
」
に
結
び
つ
け
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
書
を
書
く
に
あ
た
り
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し

た
指
導
主
事
の
○
○
○
○
先
生
、
○
○
○
○
先
生
、
前
指
導
主
事
の
○
○
○
○
先
生
、

、

、

、

教
科
指
導
員
の
○
○
○
○
先
生

○
○
○
○
先
生

前
教
科
指
導
員
の
○
○
○
○
先
生

教
科
研
究
員
の
先
生
方
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
様
々
な
ご
助
言
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
○
○
○
○
高
校
の
先
生
方
、
資
料
の

提
供
な
ど
、
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
○
○
○
○
高
校
海
洋
科
の
生
徒
た
ち
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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明
治
図
書
）
二
〇
〇
五
年



国―５―13


